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場 日 場 日 家
内
安
全
・
身
体
健
全
・
商
売
繋
昌
な
ど
の
皆
様
の
願
い

と
新
た
な
年
の
無
事
平
安
を
御
祈
願
い
た
し
ま
す
。

場 日 志 申 日

所
西
山
本
堂

※
受
付
は
、
各
回
十
五
分
前
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

時

一

月

六

8
（
月
）
ー

二

月

二

十

八

H
（金）

毎
日
十
時
／
十
四
時

所
西
山
本
堂

時

除
夜
と
は
大
晦
日
の
夜
の
こ
と
で
す
。
深
夜
0
時
を
ま
た
ぐ

時
間
帯
に
梵
鐘
を
つ
い
て
邪
気
を
祓
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

一
年
に
感
謝
を
し
、
新
た
な
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
歴
史
は
古
く
平
安
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
初
詣

の
あ
と
で
、
新
年
の
抱
負
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
月
一

H
（
水
・
祝
）
ー
一
＝
日
（
金
）

十
時
i
十
五
時
（
受
付
は
十
四
時
ま
で
）

光

明

殿

一

一

階

大

ホ

ー

ル

五
百
円

一
月
一

8
（
水
・
祝
）
ー
四

H
全
）

十
時
／
十
一
時
／
十
―
―
一
時

十
四
時
／
十
五
時

※
受
付
は
、
各
回
十
五
分
前
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。
所
要
時
間
四
十
分
程
度

合
同
祈
祷
の
ご
案
内

左
記
の
期
間
、
個
別
析
祷
は
お
受
け
い
た
し
ま
せ
ん
。

合
同
祈
祷
会
に
参
加
く
だ
さ
い
。

闘
照
堂
の
参
拝
に
つ
い
て

左
記
の
期
間
は
、
お
位
牌
•
お
骨
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

事
前
の
ご
予
約
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

期
間
／
十
二
月
三
十
日
（
月
）
i
-
月
五

H
（日）

新
年
初
護
摩
祈
祷
会

— 

参

加

費

所 時

書
初
め

|
 

納

百

円

込

受

付

場

所
時

十
二
月
―
―
工

'
-
H（
火
）
二
十
一

1

一
時
半

光

明

殿

入

口

付

近

当

H

除
夜
の
鈍

|
 

正
寺
で
迎

マ
ン
チ
ッ
ク
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
？

H
本
の
伝
統
的
な
お
正
月
の
方
が
ロ

な
が
り
合
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
は
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
皆
つ

論
、
ご
先
祖
様
も
一
緒
に
、
な
ぜ
だ
っ
て
？

る
、
そ
し
て
そ
れ
を
お
祝
い
し
合
う
。
勿

合
い
、
み
ん
な
が
一
緒
に
年
齢
を
一
っ
重
ね

新
し
い
お
星
さ
ま
と
の
出
会
い
を
喜
び

天
空
の
お
星
さ
ま
と
の
出
会
い
を
数
え

え
て
い
く
の
が
現
在
の
デ
ジ
タ
ル
時
間
、

か
ら
で
す
。
専
ら
日
数
の
経
過
だ
け
を
数

新
し
い
出
会
い
が
あ
る
と
考
え
て
き
た

ま
が
巡
っ
て
き
て
、
そ
の
お
星
さ
ま
と
の

そ
れ
は
お
正
月
に
は
新
し
い
お
星
さ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
旦
に
は
誰
も
が

経
た
な
い
の
に
新
年
元
旦
を
迎
え
れ
ば

す
。
今
年
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
一
年
も

二
歳
に
な
り
ま
す
。
所
謂
「
数
え
年
」
で

た
時
が
一
歳
、
そ
し
て
お
正
月
が
来
る
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
は
生
ま
れ

「
も
う
い
く
つ
ね
る
と
お
正
月
」
小
学

8
 

時

一

月

一

H
（
水
・
祝
）
ー
四

8
（土）

十
時
＼
十
四
時

|
 

※
朱
印
台
帳
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

招
福
の
「
飾
り
絵
色
紙
」

干
支
の
十
二
支
が
順
風
満
帆
の
宝
船
に
乗
り
、
大
日
如
来
の

光
に
向
か
っ
て
船
出
す
る
め
で
た
い
色
紙
で
す
。
皆
様
の
元

に
福
を
運
ぶ
よ
う
御
祈
祷
し
て
あ
り
ま
す
。

縁
起
物
と
し
て
お
飾
り
く
だ
さ
い
。

飾
り
絵
色
紙

新

年

干

支

巡

り

（

ガ

イ

ド

な

し

）

諸
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
十
二
支
の
守
り
本
尊
を
ご
自
身
で

朱
印
を
押
印
し
な
が
ら
参
拝
し
ま
す
。
希
望
者
に
は
納
経

所
で
地
図
を
お
渡
し
し
ま
す
。

夢
の
あ
る
、
お
正
月

校
唱
歌
に
あ
る
よ
う
に
、
私
の
幼
い
こ
ろ

子
供
た
ち
は
お
正
月
が
来
る
の
を
待
ち

わ
び
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
お
雑
煮
や

お
い
し
い
も
の
が
お
腹
一
杯
に
食
べ
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ

も
う
二
歳
な
の
で
す
。
何
故
で
し
ょ
う
。

て
い
く
の
が
日
本
の
伝
統
的
文
化
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
家
族
み
ん
な
が
一
緒
に

千
円

|
 

え
る
年
末
年
始

一
緒
に
一
歳
年
を
取
る
と
い
う
こ
と
に

住

職

西

部

法

照

2
 

ー



新
年
と
厄
の
迎
え
方

私たちの「星祭開運祈祷札」 米
寺
申
込
期
限

当
日

W
E
B
・
郵
送

申

込

期

限

一

月

二

十

五
8

(

t

)

祈

祷

料

場 日

所

西
山
本
堂

五
千
円
よ
り
（
厄
除
祈
祷
福
豆
、
マ
ス
付
）

節
分
と
は
立
春
の
前
日
の
こ
と
で
す
。
古
く
は
立
春
か
ら
新
年
が

始
ま
る
と
さ
れ
、
新
年
を
前
に
豆
を
ま
い
て
厄
を
祓
い
福
を
呼
び

込
む
行
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
興
正
寺
で
は
、
豆
を
ま
い
て

厄
を
祓
い
御
祈
祷
い
た
し
ま
す
。

時
一
一
月
1

-

8

(

H

)

十
時
／
十
一

1

一時

|
 

興
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節
分
厄
除
祈
祷
会

えげん

高野恵玄僧侶

新
年
を
迎
え
て
神
杜
仏
閣
な
ど
に
初
詣
に
行
く

と
「
厄
年
」
と
い
う
言
葉
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
厄
年
が
始
ま
る
の
が
新
年
か
ら

に
な
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
一
月
一
日
の
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
季
節
の
分
か
れ
目
で
、
冬
か
ら
春
に

な
る
時
「
節
分
」
が
始
ま
り
に
な
り
ま
す
。

興
正
寺
で
は
節
分
に
「
星
祭
御
札
析
祷
会
」
を
厳

修
い
た
し
ま
す
。
一
年
ご
と
に
巡
っ
て
く
る
星
の
吉

凶
か
ら
、
そ
の
年
の
守
護
と
招
福
を
願
い
、
星
札
を

祈
願
す
る
法
会
で
す
。
そ
の
年
々
に
よ
っ
て
大
な
り

小
な
り
厄
が
訪
れ
ま
す
が
、
厄
か
ら
は
逃
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
大
切
に
な
る
の
が
星
札

に
な
り
ま
す
。
こ
の
御
札
が
自
身
の
代
わ
り
に
厄
を

受
け
、
自
身
の
元
に
く
る
前
に
で
き
る
だ
け
小
さ

く
し
て
受
け
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

正
寺
の
節
分
． 

の
に
な
る
の
で
、

合

掌

受
渡
し
期
間

九二

来
寺
申
込
期
限

W
E
B
・
郵
送

申

込

期

限

「
星
祭
開
運
祈
祷
札
」
は
、
自
身
に
ふ
り
か
か
る
難
を
代
わ
り
に
受

け
て
災
厄
を
小
さ
く
す
る
守
り
札
で
す
。
密
教
占
星
術
（
宿
曜
経
）

を
基
に
皆
様
の
そ
れ
ぞ
れ
の
九
曜
星
を
供
養
し
た
祈
祷
札
を
授

与
い
た
し
ま
す
。
吉
凶
は
年
齢
早
見
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

祈

祷

札

の

種

類

星
札
は
札
の

大
小
、
木
札
や
紙

札
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
種
類
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
星
札

は
自
身
を
護
る

盾
の
よ
う
な
も

そ
の
年
の
厄
に

合
わ
せ
て
選
び

ま
す
。
自
身
や
周
り
の
方
達
を
厄
か
ら
守
り
、
そ
の

一
年
を
無
事
で
多
幸
の
年
に
す
る
の
が
星
祭
御
札

祈
祷
会
に
な
り
ま
す
。

年
末
に
な
る
と
お
寺
で
は
星
札
の
準
備
が
始
ま

り
、
御
札
を
書
き
続
け
る
日
々
に
な
り
ま
す
。
今
年

も
一
年
の
終
わ
り
に
皆
様
の
幸
せ
を
願
い
、
筆
を

走
ら
せ
る
師
走
に
な
り
そ
う
で
す
。

私
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

／
 

私
は
仏
教
の
教
え
や
仏
事
に
つ
い
て

お
話
を
す
る
時
に
、
難
し
い
言
葉
を
使

わ
な
い
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
聞
い

た
人
が
分
か
り
や
す
く
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
か
ら

で
す
。
私
は
実
家
が
お
寺
で
は
な
い
の

で
、
僧
侶
に
な
る
前
に
思
っ
て
い
た
不
思

議
な
こ
と
や
疑
問
を
お
伝
え
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

|
 

一

月

二

十

五

8
（上）

星
祭
開
運
祈
祷
札

星
祭

4
 

①
 

①約54.5cm②約45.5cm③約38.5cm

④約30.5cm⑤約20cm※御札の寸法は且安です。

特
別
木
札
に
は
、
ご
本
人
の
九
曜
星
を

記
し
、
西
山
本
堂
内
に
一
年
間
お
名
前
を

あ
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
 

③
 

④
 

⑤
 

紙
札
⑤

小
木
札
④

中
木
札
③

大
木
札
②

特
別
木
札
①

一
万
円
よ
り

五

千

円

よ

り

三

千

円

よ

り

千

円

よ

り

五

百

円

よ

り

特

別

木

札

①

三

万

円

よ

り

（
諸
曜
総
児
を
記
し
ま
す
）

月
一

1

工
'
-
8
（
金
）

月

五

H
（
水
）
ー
一

1

一
月
五

H
（
水
）

時
ー
十
七
時
納
経
所
に
て

3
 



12月
［師走］

縁8
［毎月］

5日
8日
13日

大随求明王

大H如来

虚空蔵菩薩

西山本堂 10時
大H棠 12時30分
能満堂 10時

仏教行事

＇ 普1 -B修養会 門

（日）
千 園

白g 体
園

2 
| （月）

3 
（火）

4 
口 きもの装い

（水）

5 縁日大随求明王

（木） 干支成満巡り

6 
（金）

7 
御詠歌入門講座

（土）

8 縁 H大 H如来

（日） 大日堂すすはらい， 
（月）

10 阿息観

（火） 口 写経

11 
口 きもの装い

（水）

12 
口 茶の古典を読む

（木）

13 縁日虚空蔵菩 薩

（金） 干支成満巡り

＇ 

14 
興 正寺 月釜

（士）

15 縁日阿弥陀如来

（日）

16 l （月）

15日
188 
21日

阿弥陀如来

観世音菩薩

弘法大師

東山本堂 13時
観音堂 13時
弘法堂 10時30分

24日地蔵菩薩能満堂 13時
28日不動明王不動護摩益 10時30分

仏教行事 講 座

7

)

 

l
成

18 
（水）

縁 B観世音菩薩 仏 典 読 み 解 き 講座

木

9

)

 

l

(

 

金

0

)

 

2

(

 

阿 息 観

21 
（土）

22 
（日）

縁 H弘法大師

終い弘法

写経写仏はじめて 講 座

マルシェ茶席

興正寺マルシェ／TERA-YOGA

御詠歌入門講座

月

3

)

 

2

(

 

24 
（火）

縁日地蔵菩薩 口 阿息観

土

8

)

 

2

(

 

縁 B不 動 明 王
御詠歌人門講座

（はじめての方）

日

9

)

 

2

(

 

月

0

)

 

3

(

 

火

1

)

 

3

(

 

講座・催し

WEB申込
霞

輿

正

寺

の

総

本

尊

で

あ

る

胎

蔵

界

大

日

如

来

様

に

、

報

恩

謝

徳

の

心

を

こ

め

て

す

す

は

ら

い

を

つ

と

め

ま

す

。

普

門

園

体

園

日

時

十

二

月

八

8

(

H

)

+
―
一
時
半
i
（
一
時
間
程
度
）

大
日
堂
す
す
は
ら
い

|
 

三

千

仏

と

は

、

過

去

・

現

在

・

未

来

の

三

世

に

出

現

す

る

諸

仏

の

こ

と

で

す

。

興

正

寺

で

は

人

々

が

知

ら

ず

知

ら

ず

の

う

ち

に

お

か

し

て

し

ま

っ

た

罪

を

僧

侶

が

礼

拝

、

懺

悔

し

ま

す

。

三

千

仏

の

御

名

を

唱

え

な

が

ら

五

体

投

地

礼

を

行

い

、

身

も

心

も

清

ら

か

に

な

り

ま

す

。

こ

の

法

会

を

現

在

も

行

っ

て

い

る

と

こ

ろ

は

少

な

く

、

次

世

代

へ

受

け

継

ぐ

べ

き

大

切

な

仏

教

行

事

で

す

。

場

所

西

山

本

堂

日

時

十

二

月

一

8
(
8）
＼
十
一
―

-
H（
金
）

了
四
H
．
六
i
+
―
-
日
／
八
時
半
i
、
十
五
時
半
i

五
・
十
―
―

-H／
八

時

半

ー

、

十

時

半

i

三
千
仏
佛
名
会

|
 

国

指

定

重

要

文

化

財

「

興

正

寺

五

重

塔

」

を

含

む

境

内

の

お

堂

と

参

拝

者

の

安

全

を

守

る

た

め

、

毎

年

文

化

財

防

火

デ

ー

（

一

月

二

十

六

日

）

の

頃

に

消

防

訓

練

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

訓

練

は

見

学

で

き

ま

す

が

、

天

候

に

よ

り

中

止

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

場

所

五

重

塔

前

広

場

B
時

一

月

二

十

四

8
（
金
）

十

時

1
十

時

半

文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練

|
 

お

釈

迦

様

は

「

生

老

病

死

」

の

四

苦

を

受

け

止

め

、

こ

こ

ろ

の

安

ら

ぎ

を

得

る

為

六

年

も

の

苦

行

を

続

け

ら

れ

ま

し

た

。

苦

行

で

は

安

ら

ぎ

を

得

ら

れ

な

い

と

感

じ

、

苦

行

を

止

め

、

身

体

を

癒

や

し

、

菩

提

樹

の

木

の

も

と

で

座

禅

に

入

る

事

で

悟

り

を

開

か

れ

ま

し

た

。

お

釈

迦

様

の

悟

り

を

讃

え

実

践

す

る

た

め

勤

め

る

法

要

で

す

。

場
所

日

時

一

月

七

8
（
火
）
十
一
―
一
時

1

西
山
本
堂

|
 

成
道
会

25 
（水）

方丈の会

木

6

)

 

2

(

 

7

)

 

2
冷

お

問

合

せ

申

込

十

一

月

一

8
（

金

）

十

時

よ

り

納
経
所

電
話

0
5
2
.
8
3
2
.
2
8
0
1

（

九

i

十

七

時

）

玉

垣

（
小
）

玉

垣

（
中
）

三

十

万

円

二

十

万

円

玉

垣

（

大

）

四

十

万

円

※

限

定

六

本

玉

垣

（

特

大

）

五

十

万

円※

限

定

六

本

玉
垣
奉
納

|
 

密
厳
堂
へ
の
奉
納

除夜の鐘

饗、
｀
＇
／L

 
ネ室閲

席

拝

茶
工

園

シ
門
ル

普

マ

興

正

寺

に

有

縁

の

皆

さ

ま

の

供

養

と

祈

祷

の

お

堂

と

し

て

、

令

和

七

年

春

、

新

た

な

お

堂

「

密

厳

堂

」

が

完

成

し

ま

す

。

御

本

尊

に

は

真

一

―

―

―

口

密

教

の

根

本

と

な

る

仏

様

・

大

日

如

来

を

奉

安

い

た

し

ま

す

。

多

く

の

方

に

御

仏

縁

を

結

ん

で

い

た

だ

き

た

く

、

奉

納

の

ご

案

内

を

い

た

し

ま

す

。

お

堂

と

回

廊

の

周

囲

に

建

立

し

、

御

芳

名

を

玉

垣

側

面

に

刻

み

ま

す

。

令

和

七

年

五

月

に

予

定

し

て

い

る

落

慶

法

会

に

御

招

待

い

た

し

ま

す

。

6
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2月
［如月］

縁 B I 5日
［毎月］ 8日

13日

大随求明王

大H如来

虚空蔵菩薩

西山本堂 10時
大H棠 12時30分
能満堂 10時

仏教行事
＇ 

1 
御詠歌入門講座 節

（土） 祥月忌合同供養会
分
の

2 
宝二 ― 

節分厄除祈祷会 想耕茶会 礼

（日） 星祭開運御札祈祷会 福豆茶席
' '  

3 普
門

（月） 園

A 

4 
園

口写経
（火）

5 縁日大随求明王
口 きもの装い

（水） 干支成満巡り

6 
（木）

7 
（金）

8 
（土） 縁日大日如米， 
(B) 

10 
阿息観

（月）

11 
池田洋子講演会

（火）

12 
口 きもの装い

（水）

13 縁H虚空蔵菩薩

（木） 干支成満巡り

14 
（金）

］士互 縁日阿弥陀如来 御詠歌入門講座 l-
口 遊翠の心

15日
188 
21日

阿弥陀如来

観世音菩薩

弘法大師

東山本堂 13時
観音堂 13時
弘法堂 10時30分

24日地蔵菩薩能満堂 13時
28日不動明王不動護摩堂 10時30分

仏教行事 講 座

1月
［睦月］

縁日 5日大随求明王

［毎月］ 88 大H如来

13日虚空蔵菩薩

西山本堂 10時
大H堂 12時30分
能満堂 10時

15日
18日
21日

阿弥陀如米

観世音菩薩

弘法大師

東山本堂 13時
観音堂 13時
弘法堂 10時30分

24日地蔵菩薩能満堂 13時
28日不動明王不動護摩堂 10時30分

仏教行事 講 座

日

6

)

 

l

(

 

月

7

)

 

1

(

 

火
8
ぅ

l

(

 

縁日観世音菩薩

19 
（水）

木

0

)

 

2

(

 

阿息観

21 
（金）

22 
（土）

縁日弘法大師
写経写仏はじめて講座

マルシェ茶席

興正寺マルシェ／TERA-YOGA

御詠歌入門講座
（はじめての方）

23 
（日）

月

4

)

 

2

(

 

縁日地蔵菩薩

火

5

)

 

2

(

 

口阿息観

水

6

)

 

2

(

 

方丈の会

7
和

2

(

 

翌縁日不動明王

普
門
園
体
園

冬
の
宝
物
展

弧

生

の

室

礼

仏教行事
， 

1 ＇ 

迎
（水） 修正会 春

主に

2 
茶―

（木） | 

3 
（金）

4 LJ 
普
門

（土） 園
休

5 
縁日大随求明王 園

祥月忌合同供養会
子ども寺子屋くらぶ

（日） 干支成満巡り
大般若経転読析祷会

6 
（月）

7 成道会
（火）

8 口 きもの装い（水） 縁日大日如来， 
（木）

10 阿息観
（金）

11 想耕茶会はつ春の席

（士） 御詠歌入門講座

l 

12 
（日）

13 畔虚空蔵菩薩

（月） 干支成満巡り

14 
口写経

（火）

1（水5） 縁H阿弥陀如来 口 きもの装い

16 l-
（木）

7

)

 

l
直

土

8

)

 

1

(

 

縁H観枇音菩薩
御詠歌入門講座

山極壽ー講演会

普
門
園
体
園

19 
（日）

月

0

)

 

2

(

 

阿息観

21 
（火）

縁H弘法大師

初弘法

写経写仏はじめて講座

マルシェ茶席

興正寺マルシェ／TERA-YOGA

22 
（水）

方丈の会

木

3

)

 

2

(

 

4

)

 

2
冷

縁8地蔵菩薩
文化財防火デー

消防訓練

土

5

)

 

2

(

 

御詠歌入門講座
（はじめての方）

26 
（日）

節
分
の
室
礼

月

7

)

 

2

(

 

火

8

)

 

2

(

 

縁日不動明王 口阿息観
_
 

29 
（水）

木

0

)

 

3

(

 

阿息観

節
分
の
室
礼

1

)

 

3
冷

講座・催し

WEB申込 霞 闊L
 

ネ室閲
席

拝

茶工

園
シ

門
ル

普
マ

8
 

口 遊翠の心
7
 



◆
 

行事のご報告 行事のご案内

申

込

普
門
園
拝
観
予
約
よ
り

拝

観

料

五

百

円

場
所
耕
雲
亭
※
入
口
は
茶
室
・
竹
翠
亭

会 冬
の
宝
物
展

晏
荼
羅
の
枇
界
（
二
）

申

込

参
加
費

場

所
山
極
壽
一
講
演
会
「
共
感
革
命
」

人
類
は
進
化
の
過
程
で
言
葉
を
獲
得
し
、
「
認
知

革
命
」
が
起
き
た
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
以
前
に

「
共
感
革
命
」
が

あ
っ
た
。
霊
長
類
研

究
、
ゴ
リ
ラ
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
る

山
極
壽
一
氏
が
人

類
最
大
の
革
命
を

語
り
ま
す
。

光
明
殿
大
ホ
ー
ル

二

千

円

公
式
サ
イ
ト
講
座
カ
レ
ン
ダ
ー
よ
り

尾
張
徳
川
家
の
祈
願
所
で
あ
っ
た
ご
縁
か
ら
興
正

寺
に
は
、
ゆ
か
り
の
文
物
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
同
は
そ
の
中
か
ら
絵
画
を
と
り
あ
げ
、
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
ロ
ン
華
宮

千
円
（
飲
み
物
付
）

公
式
サ
イ
ト
講
座
カ
レ
ン
ダ
ー
よ
り

両
部
曼
荼
羅
の
う
ち
、
金
剛
界
曼
荼
羅
を
展
示

紹
介
。
十
一
時
よ
り
中
道
圭
照
僧
侶
の
解
説
も

あ
り
ま
す
。

期

二

月

二

十

六

8
（
水
）
＼

三

月

三

H
（月）

受
付
／
十
時
＼
十
五
時

●
H
本
を
知
る
茶
の
湯

お
寺
の
茶
室
で
は
茶
の
湯
体
験

を
お
引
き
受
け
し
て
い
ま
す
。
訪
れ

る
方
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
「
茶
の

湯
を
通
じ
て
日
本
の
文
化
を
体
感

し
た
い
」
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
、
一
服

の
お
茶
を
い
た
だ
く
と
い
う
一
連
の

中
に
、
日
本
の
文
化
や
美
が
内
包
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

皆
が
着
物
を
着
て
い
た
頃
は
今

よ
り
茶
の
湯
は
身
近
な
も
の
で
し

た
が
、
現
在
は
日
本
に
生
ま
れ
育
っ

て
も
触
れ
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
夏
、
留
学
生
に
同
行

し
た
日
本
の
大
学
生
も
全
員
が
茶

の
湯
初
体
験
で
し
た
。

「
初
め
て
口
に
し
た
抹
茶
が
本
当

に
美
味
し
か
っ
た
」
「
全
体
か
ら
日

本
の
美
し
さ
を
感
じ
ら
れ
た
」
「
季

節
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
和
菓
子

や
道
具
か
ら
理
解
で
き
た
」
「

T
寧

に
も
て
な
し
て
く
だ
さ
る
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
き
た
」
と
い
う
留
学
生
。

「
教
養
と
し
て
の
茶
道
を
学
ぶ
だ
け

で
な
く
、
他
人
へ
の
心
づ
か
い
や
感

謝
の
心
を
育
め
た
」
「
ゆ
っ
た
り
し

た
時
間
は
自
分
を
見
つ
め
る
時
間

に
な
っ
た
」
と
い
う
日
本
の
学
生
。
そ

れ
ぞ
れ
に
、
一
期
一
会
の
お
茶
席
を

楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

日
時
二
月
十

•
-
8（
火
・
祝
）

+
―
―
一
時
半
ー
十
五
時

池
田
洋
子
講
演
会

「
徳
川
家
ゆ
か
り
の

興
正
寺
所
蔵
絵
画
」

申

込

参
加
費

場

所

日

時

一

月

十

八

H
（土）

+
―
―
一
時
半
ー
十
五
時
半

催事のご案内

申

込

公

式

サ

イ

ト

講
座
カ
レ
ン
ダ
ー
よ
り

申

込

普
門
園
拝
観
予
約
よ
り

参
加
費

参
加
費

竹

翠

亭

二

千

円

付
添
い
千
円

場

所

竹

翠

亭

五

百

円

場

所

日

時

一

月

五

8

(

H

)

十
時
1
士
一
時
／
士
孟
一
時
1
十
五
時

日

時

子
ど
も
寺
子
屋
く
ら
ぶ

お
正
月
遊
び
屡
予
約
]

申

込
拝
観
料

場

所

竹

翠

亭

千
円
（
金
粉
入
り
抹
茶
と
迎
春
菓
）

H

時

一
月
一

8
（
水
・
祝
）
ー

――

-
8（
金
）
十
時
＼
十
六
時

節
分
の
室
礼
函
予
約
]

申

込

普
門
園
拝
観
予
約
よ
り

竹

翠

亭

二

千

円

興
正
寺
月
釜
写
繋
＇
要
]

興
正
寺
担
当

迎
春
呈
茶
涵
予
約
]

新
年
を
祝
っ
て
、
花
び
ら
餅
と
金
粉
入
り

お
抹
茶
で
一
服
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
結
び

柳
に
紅
白
椿
、
松
竹
梅
や
鶴
亀
な
ど
一
陽

来
復
を
喜
ぶ

お
め
で
た
い
室

礼
も
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。普

門
園
拝
観
予
約
よ
り

色
と
り
ど
り
の
も
な
か
の
玉
で
舞
玉
飾
り

を
作
り
ま
す
。
か
る
た
と
り
、
双
六
、
福
笑

い
、
こ
ま
回
し
、
羽
根
つ
き
．．． 
昔
の
お
正
月

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

火
鉢
で
お
餅
を
焼
き
ま
し
ょ
う
。

日
差
し
も
明
る
く
な
っ
て
梅
の
便
り
が
届

く
の
も
二
月
の
楽
し
み
で
す
。
立
春
を
迎

え
る
節

H
に
あ
た
り
、
厄
を
払
っ
て
新
し

い
年
の
多
福
を
願
う
室
礼
で
す
。

一
月
二
十
五
日
（
上
）
＼

二

月

二
8

(

8

)

十
時
1
十
六
時

※
-
―
十
八
日
は
休
み

懸

釜
茶

券

薄
茶
席
二
席
二
千
円

尾
州
久
田
流
下
＇
村
宗
隆

場

所

竹

翠

亭

日

時

十

二

月

十

・

四

H

(

t

)

受
付
／
九
時
1
十
四
時

参
加
費

場

所

日

時

新
春
を
寿
ぐ
道
具
を
取
り
合
わ
せ
、
新
し

い
年
を
祝
う
茶
会
で
す
。
お
茶
を
通
じ
て

結
ん
だ
ご
縁
に
感
謝
し
、
本
年
も
皆
さ
ま

の
和
や
か
な
日
々
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
、

一
服
を
さ
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
月

+
-
H
（上）

十
時
半
＼
／
十
一
時
半
i

十
一
云
一
時
半
ー
／
十
四
時
半
i

聞
香
席
と
薄
茶
席

想
耕
茶
会
は
つ
春
の
席
属
予
約
]

九
月

八
月

七
月

申
込
は
こ
ち
ら
か
ら

申

込

参
加
費

場

所

日

時

公
式
サ
イ
ト

講
座
カ
レ
ン
ダ
ー

薦

普
門
園
拝
観
予
約
よ
り

竹

翠

亭

千

円

僧
侶
の
お
点
前
に
よ
る
お
茶

想
耕
茶
会
福
豆
茶
席
〔
要
予
約
]

節
分
の
日
だ
け
に
行
わ
れ
る
特
別
な
煎
茶

席
で
す
。
ほ
う
じ
茶
釜
の
中
で
お
い
し
く

煮
え
た
福
豆
を
ご
自
身
で
す
く
い
ま
す
。

邪
魔
を
す
る
鬼
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

皆
で
笑
い
合
い
福
を
呼
ぶ
楽
し
い
お
席

で
す
。

二
月
―
-

H

(

8

)

十
時
ー
／
十
時
四
十
五
分
1

十
一
時
半
1
/
+
-
―
一
時
1

+
―
―
一
時
四
十
五
分
1

マ
ル
シ
ェ
茶
席
函
予
約
]

申

込

十

二

月

1
1
+
1
H
（士）

一
月
二

+
-
8
（火）

二
月
―

-
+
-
H
（金）

十
時
ー
／
十
一
時
i
／
十
二
時
i

普
門
園
拝
観
予
約

●
茶
の
湯
体
験
（
日
本
人
）

●
八
事
の
夜
の
虫
の
観
察
会

（
名
古
屋
市
昭
和
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

●
茶
の
湯
体
験
（
イ
タ
リ
ア
人
）

●
企
業
研
修
（
ヨ
ガ
・
瞑
想
・
食
事
作
法
・

茶
の
湯
体
験
・
講
話
）

●
茶
の
湯
体
験
（
日
本
語
学
校
）

●
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
学
生
管
弦
楽
）

●
名
古
屋
産
業
大
学

興
正
寺
公
園
植
生
調
査

●
校
外
学
習
（
上
野
小
学
校
）

●
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
オ
ペ
ラ
）

普
門
園
拝
観
予
約
よ
り

参
加
費

場

所

竹

翠

亭

千

円

8

時

10 

，
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「
八
事
の
火
ま
つ
り
」
と
し
て
知
ら
れ
る

興
正
寺
千
燈
供
養
会
は
、
境
内
に
千
の
明

か
り
を
灯
し
て
御
霊
の
供
養
を
致
し
ま

す
。
本
尊
御
宝
前
に
お
い
て
真
言
秘
奥
の

柴
燈
大
護
摩
祈
祷
に
よ
り
、
天
下
泰
平
・

五
穀
豊
穣
・
家
内
安
全
な
ど
を
願
い
皆
様

を
幸
せ
に
導
き
ま
す
。

限
定
数
／
一
体
千
円

榮
内
大
社
庶
戻

よ

大

名
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十
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大
日

特
別
朱
印
あ
り

十
月
二
十
六

H
（

土

）

※
荒
天
時
予
備
日
十
月
二
十
七
日
（
日
）

八
事
の
火
ま
つ
り

千
燈
供
養
会

講座一覧
講座WEB申込 賢

講座名 講師 開催日時 場所 支具料 申込

住職と語らう一方丈の会一 西部法照住職 12/25 • 1/22 • 2/26 ※呈茶付き ライプラリーサロン華官 1,000円
予約
優先

阿息観 杉浦宜秀僧侶 毎月10・20・308 14時～16時 観音堂 無し 不要

遊翠の心阿息観 西山海良僧侶 12/24 • 1/28 • 2/25 竹翠亭 1,500円 要

遊翠の心写経 西山海良僧侶 12/10 • 1/14 • 2/4 竹翠亭 1,500円 要

写経写仏はじめて講座 興正寺僧侶 毎月21日マルシェの日 光明殿大ホール 1,000円 不要

御詠歌人門講座 鈴村智弘僧侶 12/7・ 12/21 • 12/28・ 1/11 • 1/18・ 1/25・2/1 ・2/15・2/22 光明殿小ホール 無し 不要

仏典読み解き講座 桝田英伸僧侶 12/18 光明殿大ホール 無し 要

遊翠の心茶の古典を読む 桝田英伸僧侶 12/12 光明殿大ホール 1,000円 要

遊翠の心きもの装い 竹翠亭職貝 12/ 4 • 12/11 • 1/8 • 1/15 • 2/5 • 2/12 耕雲亭 2,000円 要

TERA-YOGA 西口のぞみ 毎月21日 10時～11時半／13時～14時半 観音堂 2,000円 要

-H修養会「続•H本の歴史と仏教の歴史ー各宗派の歴史／各宗派祖師と中興の祖」～ H蓮宗日蓮と国柱会、新宗教

［日時］ 12/1（日）10時～14時 ［場所］光明殿大ホール ［支具料］一般

［講師］桝田英伸僧侶 ［申込］ WEB受付 一週間前締切

二千円 ：：：：：宝講千五百円 ※いずれも昼食付

令和7年カレンダーの配布
令和 7年春完成予定の密厳堂建立にちなみ、僧侶が両部曼荼羅を ［配布］ 12月5日（木）より

描かれました。令和7年は金剛界曼荼羅です。 ［場所］納経所(8時～17時）

希望者に配布（限定数）いたします。

限定2,000部

お知らせ

2024・冬

令和6年3月末Hでフリーダイヤル廃止、今後は【052-832-2801】へおかけください。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

令和6年4月より祥月合同供養会の会場が光明殿2階に変更となりました。
.............................................................................................................................................. 

令和6年10月末頃、五重塔前より釈迦牟尼大仏を移動いたします。

令和6年10月

発行所八事山典正寺

TEL 052-832-2801 
〒466-0825名古屋市昭和区八事本町78番地

l 興正寺 99・ロ
https:/ /www.koushoji.or.jp 
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